
開催協議会名 令和６年第２回大田警察署協議会

開 催 日 時 令和６年７月１日（月）午後１時30分から午後３時30分まで

協議会委員 ７人
出 席 者 多田会長、和田副会長、浅野委員、金田委員、須藤委員、

田中委員、益田委員

公 安 委 員 錦田公安委員

警 察 署 ９人
（署長、副署長、会計課長、生活安全課長、地域課長、
刑事課長、交通課長、警備課長、温泉津広域交番所長）

会議・協議 署長からの 説明事項１ 令和６年上半期における犯罪情勢及び交通事

諮 問 等 故情勢

説明概要 【委員】

自動車専用道路における事故についての質疑

【警察】

事故発生時の対応教養や無線機の不感地帯の

確認、消防や国土交通省との共同訓練について

回答した。

【委員】

大田市内で一時停止をしない車両への対策

【警察】

事故の発生状況や住民からの声を参考にした

交通指導取締りを実施していく。

説明事項２ 災害対策

答申(意見等) 【委員】

能登半島地震被災地派遣警察官に対して、現

地ではどのような事案が発生していたのか。

【警察】

現地で取り扱った事案などを回答した。

説明事項３ 働きやすい職場環境づくり

答申(意見等) 【委員】

職員による各種クラブ活動についての質疑

【警察】



フットサル、バスケットボール、温泉同好会

などによりコミュニケーションの充実を図って

いる。

視 察 【災害装備資機材整備保管状況、展示訓練】

災害発生に備えた

○ 資機材庫の確認

○ チェンソー、エンジンカッター訓練

○ ゴージャッキを利用した車両移動訓練

○ パイプ椅子、毛布を使った搬送の訓練

を視察した。

公安委員総括 ○ 今回の署協議会では活発な意見交換がなされていた。

○ 大田警察署では、各課が他機関との共同訓練や会議を開催し、警

戒の空白が生じないよう努力されていることが分かり、島根県民

として安心・安全を感じることができた。引き続き他機関との関

係強化に努めていただきたい。

写 真

【会長挨拶】 【公安委員挨拶】

【能登半島地震派遣職員による説明】 【エンジンカッター訓練】



【毛布を使った搬送訓練①】 【毛布を使った搬送訓練②】

【パイプ椅子を使った搬送訓練①】 【パイプ椅子を使った搬送訓練②】


